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要     旨 

（緒言）                                          

 接触型軸受けの血液ポンプでは、軸受けの機械的な接触点で摩耗や熱が生じる。この摩耗や熱が原 

因となって装置の故障や血栓を生じるため、接触型軸受けの血液ポンプには、機械的な接触点に由来 

する耐久性、血栓形成性の問題がある。これらの問題を解決するべく、機械的な接触のない流体動圧 

軸受け軸流ポンプを開発した。本ポンプは軸受けが浮上した第３世代の連続流ポンプに分類され、  

その浮上方式はこれまでにない。本研究の目的は、この血液ポンプのポンプ性能と生体適合性を評価 

することである。                                      

（研究対象と方法）                                                                         

 この血液ポンプを連続４頭の子牛（case １－４）に左心バイパス法で装着した。         

ｃａｓｅ１，２でポンプ本体を体外設置し、ｃａｓｅ ３，４で体内設置した。９０日を目標に連続  

駆動し、実験終了時に剖検を行った。                                
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（結果）                                                                                   

 実験期間は、case １から４の順に、それぞれ７８，５０，９０，９０日間であった。            

case １，２ではポンプ流量の低下が原因となって実験が終了した。全実験期間を通して異常な生体  

反応は認められなかった。                                  

 ポンプは回転数の増加に伴って駆出量を増加させ、回転数８５００から１００００ ｒｐｍで平均  

５Ｌ／ｍｉｎの流量を駆出した。一旦、ポンプ回転数を調整してしまうと、回転数の調整を殆んど行 

わなくとも±１Ｌ／ｍｉｎ.以内で流量は安定していた。                     

 術後から急性期にかけて頻脈を認めたが、無治療で軽快した。それ以外の血行動態は終始安定して 

いた。                                           

 体内設置例でのポンプ表面温度は最大４１℃であった。                    

 実験期間中、貧血の進行、肝腎機能検査値の異常はなく、溶血は定性試験で常に陰性であった。  

 剖検では、全例でポンプ内部に凝血や血栓はなく、摩耗や接触痕も認められなかった。ｃａｓｅ１ 

では送血管の先端に接着してあるｇｒａｆｔが、送血管の屈曲が原因となって閉塞していた。  

ｃａｓｅ２では脱血管近傍の心尖にできたｗｅｄｇｅ ｔｈｒｏｍｂｕｓによって脱血管が閉塞  

していた。                                         

 ｃａｓｅ３を除いて全例に血栓塞栓症や臓器障害の所見を認めなかった。ｃａｓｅ３では小さな腎 

梗塞を認め、ポンプと送血管の接続部に軽微な凝血が認められた。                

 ｃａｓｅ ３，４でポンプ周囲臓器の熱損傷はなく、ポンプとケーブルは共に防水されていた。   

（考察）                                          

 ポンプは、生体内で様々な揚程に曝されながらも安定して平均５Ｌ／ｍｉｎの流量を駆出した。  

ポンプ内部に血栓形成、機械的な摩耗、接触痕は認められず軸受けが良好に作動していることが示さ 

れた。実験期間中に問題となる臓器障害はなく、溶血は許容範囲内と判断できた。ポンプ由来の血栓 

塞栓症は認められず、ｃａｓｅ３で認められた小さな腎梗塞は、ポンプ内部に凝血や血栓が無く送血 

管とポンプの接続部に凝血を認めたことより、ポンプ起源というよりは脱血管起源の梗塞と考えられ 

た。ポンプの熱産生性、防水性に問題はなかった。これらのことは、このポンプが血液ポンプとして 

求められる性能を有し、更には、溶血特性、血栓形成性、防水性や熱産生性に関して生体への使用が 
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可能な生体適合性を有していることを示している。                       

（結語）                                          

 新規に開発した血液ポンプは、幼牛を用いた９０日未満の左心バイパスモデルにおいて受け入れ  

可能なポンプ性能と生体適合性を示した。                           

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              


